
本校は、令和４年度と５年度、文部科学省から「人権教育に関する研究校」としての指定を受け

ています。今年度は、研究主題を「豊かな人間性や自尊感情を育成する人権教育～互いの違いやよ

さを認め合い、相手の気持ちを考えて行動できる児童の育成～」に設定し、児童、教職員、そして

保護者の皆様とともに、人権に関する意識を高め、よりよい児童の育成、より過ごしやすい学校・

家庭・地域づくりにつなげていくために様々な取組をしています。 

その一環として人権教育に関する本校の活動を伝えるための人権だよりを発行しています。今年

度の第１号では、５月に実施した人権に関する児童のアンケート結果を中心にお伝えします。 

 

  

  

  

   

 

  

益子小学校人権だより 

な か ま    第１号 R５.６.３０  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ いじめは、どんな理由があってもいけない。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４ 外国のことを学ぶことは、役に立つと思う。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５ 外国の人が、言葉や習慣のちがいや不当なあ

つかいにより、普段の生活でこまっていることを

知っている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６ いろいろな考えをもつ人たちと、ともにくら

していることを知っている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７ 自分とは違う考えをもった人とも、考えや気

持ちを伝え合うことは大切だ。

人権アンケート結果 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

８ 自分にはよいところがある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

９ 友達や家族、先生から認められている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０ 正しいことを行い、よくないことを正そう

とする気持ちがある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネット
ハンセン病患者

外国人
アイヌ

同和問題
高齢者
女性

子ども

３ それぞれの人権問題について知っています

か。(知っている、またはどちらかといえば知って

いると答えた児童の割合)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２ 日本や世界には様々な人権問題があることを

知っている。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～人権ミニアンケートより～ 

 子どもたちには、上記アンケートに加え、「あなたのよいところを教えてください」「友達・先生・家族

から言われてうれしいことを教えてください」という内容について答えてもらいました。その中で、「あな

たのよいところを教えてください」という質問に対して、「何もない」と答えた児童が数名いました。子ど

もは、自分を受け入れることで自信をもつことができ、物事にも積極的に取り組むことができるようにな

ります。学校では「自己肯定感」を高めることに力を入れているところです。ご家庭でも温かい言葉を毎

日伝えてみてはいかがでしょうか。温かい言葉を伝えると、子どもは嬉しい気持ちになれるのではないか

と思います。例えば、「いつもありがとう」「あなたがいてくれて本当に幸せ」など･･･。子どもたちが家族

に言われて嬉しい言葉として、以下のような言葉が挙がりました。 

 

 

 

 

                  

     

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１１ クラスや学校をよくするために、何をしたら

よいか考えている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１２ 自分が住んでいる地域や社会をよくするため

に、何をしたらよいか考えている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１３ 自分とは違う考えをもった人とも話したり、

仲良く過ごしたりしている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１４ 友達や家族の気持ちを考えて生活してい

る。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１５ 困っている人がいたら、声をかけたり、解決

するために行動したりしている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１６ よりよいクラスや学校にするために、友達

や先生と協力して行動している。

【アンケート結果の考察】 

①肯定的な回答の割合が多い項目 

設問１「いじめは、どんな理由があってもいけない。」では、約９割を超える児童がいじめはいけないと答えていますが、まだ全員がいけないと

は答えていません。全児童がいじめはいけないものであると考えられるように指導していきたいと思います。設問６「いろいろな考えをもつ人た

ちと、ともにくらしていることを知っている。」設問７「自分とは違う考えをもった人とも、考えや気持ちを伝え合うことは大切だ。」設問１３「自

分とは、違う考えをもった人とも話したり、仲良くしたりしている。」の項目への肯定的な回答の割合が高いことから、お互いを認め合いながら

生活することができていることや、違いを受け入れようとする意識が高まってきていることが分かります。 

②肯定的な回答の割合が少ない項目 

 一方で、設問３（４）「同和問題に関わる人権問題があることを知っている。」設問３（５）「アイヌの人々に関わる人権問題があることを知っ

ている。」などの項目においては、他の項目に比べて知らないと回答した児童の割合が高いことが分かります。学年や発達段階に応じた学習が必

要ではないかと推測されます。 

文字が大きい言葉が、うれしいと答えた児童

が多い言葉です。 


